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北海道議会基本条例

平成21年７月10日北海道条例第75号

改正 平成24年12月28日北海道条例第134号

［第１次改正］
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附則

北海道は、国土の22パーセントを占める広大な面積を有し、積雪寒冷という厳

しい自然環境の下、多くの先人の英知と努力を傾注して今日まで発展してきた。

北海道議会は、明治34年に35名の議員により北海道会として開設され、幾多の

変遷を経て、昭和22年、地方自治法に基づく新たな地方自治体の議決機関として、

現在の北海道議会が誕生し、平成13年に開設100年を迎えた。

平成12年にいわゆる地方分権一括法が施行され、また、平成18年に制定された

いわゆる道州制特区推進法の対象区域に、我が国で初めて北海道が選定されたこ

とは画期的なことであり、北海道において、地方自治を更に発展させて、地域の

ことは地域の責任の下に決定する分権型社会を実現していくためには、道民、北

海道議会及び知事その他の執行機関がそれぞれの役割と責任を自覚し、連携を深

めることによって、新しい時代の進路を拓いていくことが求められている。
ひら

近年、北海道においては、少子高齢化の一層の進行に加え、厳しい雇用情勢や、

大都市と地方の格差、道財政の健全化等多くの課題が山積し、これらの課題の解

決のためにも、北海道議会の果たす役割はますます重要になってきている。
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北海道議会は、多様化する道民のニーズにこたえるために、議決機関として、

及び知事その他の執行機関に対する監視機関としてその責務を深く自覚し、道民

に対する必要な情報の公開と説明責任を果たしながら、不断の改革と研さんに努

めるとともに、道州制を展望したあるべき議会の姿を追求し、道政の各分野にわ

たり積極的に政策の提言を行うため、政策立案機能の強化を図っていかなければ

ならない。

ここに、我々は、道民の負託に全力でこたえていくことを決意し、北海道議会

におけるあらゆる条例、規則等の基礎となる最高規範として北海道議会基本条例

を制定する。

第１章 総則

（目的）

第１条 この条例は、北海道議会（以下「議会」という。）の運営に関し、基本

的な理念及び原則を定めるとともに、北海道議会議員（以下「議員」という。）

の職務や責務等を明らかにすることによって、地方分権の進展に対応した主体

的な議会運営を確立し、もって道民の負託にこたえ、道民生活の向上及び北海

道の発展に寄与することを目的とする。

（基本理念）

第２条 議会は、道民から選出された議員で構成される議決機関であるとともに、

知事その他の執行機関（以下「知事等」という。）を監視し、並びに政策の立

案及び政策の提言（以下「政策立案等」という。）をする機関として、道民の

意思及び意見（以下「道民意思等」という。）を道政に反映させるため、公平

かつ公正な議論を尽くすとともに、北海道にふさわしい真の地方自治の実現を

図るため、不断の改革を推進するものとする。

第２章 議会の役割及び活動

（議会の使命）

第３条 議会は、本会議及び委員会での審議をはじめとした多様な議会活動を通

じて、道民意思等を道政に反映し、議決により道としての意思を確定するもの

とする。

（議会の説明責任等）

第４条 議会は、審議等の情報公開を積極的に推進し、議会活動の透明性を高め
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るとともに、道民に対し説明する責任を負うものとする。

（議会運営の原則）

第５条 議会は、公平かつ公正な運営を原則とするとともに、道民に開かれた運

営を行わなければならない。

２ 議会は、合議制機関として、円滑かつ効率的な運営に努めなければならない。

３ 議会は、道政上の課題等に的確かつ機動的に対応するため適宜開会するなど、

年間を通じた議会運営に努めるものとする。

４ 議会は、質疑又は質問（以下「質疑等」という。）について、必要に応じ、

一問一答方式を実施するなど、論点を明確にし、道民に分かりやすくするよう

努めるものとする。

５ 知事等は、議長又は委員長の許可を得て、質問者に対して答弁に必要な範囲

内において質疑等の趣旨を確認するための発言をすることができる。

６ 議会は、会議案や意見案等の審議に際し、積極的な議員相互の討議が行われ

るよう努めるものとする。

（委員会）

第６条 委員会は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第

109条第２項から第４項までの規定により、道の事務等の調査、付託された議

案、請願等又は事件の審査等を行う。

２ 委員会は、設置目的に応じた機能が十分発揮されるよう運営しなければなら

ない。

３ 委員会は、道民に開かれた運営に資するため、会議を原則として公開する。

４ 委員会は、災害等への迅速な対応又は地域の課題に係る調査のため、必要に

応じ、会議を関係市町村で開催することができるものとする。

（検討組織の設置）

第７条 議会は、本会議及び委員会の審議等によるほか、道政の課題及び議会運

営に関して必要がある場合には、法第100条第12項の規定により、議員で構成

する検討組織を設置し、審査、調査、協議等を行うことができるものとする。

（調査）

第８条 議会は、法第100条第１項の規定により、議案又は道の事務に関する調

査を行うほか、道政及び議会運営に関する具体的な課題の解決に資するため、
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必要な調査を行うものとする。

第３章 議員の役割及び活動

（議員の使命）

第９条 議員は、不断に道政の課題の把握に努めるとともに、公益性又は公平性

の見地から、北海道全体の発展及び道民生活の向上のため、本会議の質疑等を

通じ道民意思等の適切な反映に努めなければならない。

２ 議員は、自らの資質向上のため、不断の研さんに努めなければならない。

３ 議員は、道民の代表としての自覚及び責任感を持ち、議員の品位及び自律の

精神を保持しなければならない。

（道民に対する説明責任等）

第10条 議員は、道民意思等を道政に適切に反映させるため、日ごろから、積極

的に道民意思等の把握に努めるとともに、自らの議会活動について、道民への

説明に努めなければならない。

（議員の活動）

第11条 議員は、道民生活の向上に資するため、合議制機関である議会を構成す

る一員として、次に掲げる活動を行うものとする。

(1) 議会の本会議、委員会及び議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整

を行うための場で審議、審査等を行うこと。

(2) 道の政策形成に関わる調査、企画、立案、提言等を行うこと。

(3) 道の政策形成に必要な情報収集、道民意思等の調査、住民との意見交換等

を行うこと。

(4) 道政上の課題等の把握を行うため、道民意見の聴取及び意見交換等を行う

こと。

(5) 知事等が主催し、又は共催する式典その他の公的行事に出席をすること。

(6) 議会等が主催し、又は共催する研修会及び諸活動に参画をすること。

(7) 災害等における緊急的な調査活動等を行うこと。

(8) 会派又は特定の道政の課題について調査研究を行う団体（以下「議員連盟」

という。）が主催する活動に参加をすること。

(9) その他道政運営上必要と認められる活動を行うこと。

（研修及び調査研究）
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第12条 議員は、議案の審査、政策立案等に必要な研修に参加し、及び調査研究

に取り組むとともに、議員派遣等の制度の活用に積極的に努めるものとする。

（政務活動費）

第13条 議員の調査研究その他の活動に資するために交付を受けた政務活動費に

ついて、使途の透明性を確保するため、公開するものとする。

（資産等の公開）

第14条 議員の資産等の公開については、政治倫理の確立を期し、もって民主政

治の健全な発達に資するため、政治倫理の確立のための北海道議会議員の資産

等の公開に関する条例（平成７年北海道条例第37号）により、積極的に行うも

のとする。

（会派）

第15条 議員は、議会活動を円滑に遂行するために、会派を結成することができ

る。

２ 会派は、議会内の議員団体として政策立案等を行うほか、所属する議員の活

動を支援するものとする。

３ 会派は、その会議を主催するほか、政策調査、予算要望等の実施主体となる

ことができる。

４ 議会は、会派間の協議が必要と認めたときは、協議の場を設けることができ

る。

（議員連盟）

第16条 議員は、議員連盟を結成することができるものとする。

２ 議員連盟は、調査研究等の活動を効率的に行うとともに、活動の成果を議会

活動に反映するよう努めるものとする。

第４章 道民との関係

（道民意思等の反映）

第17条 議会は、道民意思等を把握し、道政に反映させるために、公聴会の開催、

参考人の招致等を積極的に活用するよう努めるとともに、請願等については、

速やかに審査し、その結果に基づき必要な措置を講ずるものとする。

（広報及び広聴）

第18条 議会は、道民に開かれた議会を実現するため、その諸活動に関して多様
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な媒体を活用して積極的な広報及び広聴に努めるものとする。

（議会活動に関する資料の公開）

第19条 議会は、北海道議会情報公開条例（平成11年北海道条例第18号）により、

積極的に議会活動に関する資料を公開するものとする。

第５章 知事等との関係

（知事等との関係の基本原則）

第20条 議会は、二元代表制の一翼として、議決権を有し、知事等が執行権を有

するという互いの役割を尊重しつつ、適切な関係を保持しながら共通の目標で

ある道民生活の向上及び北海道の発展のため、自らの機能を有効に発揮しなけ

ればならない。

（監視及び評価）

第21条 議会は、知事等の事務執行が適正に、かつ、公平性及び効率性をもって

行われているか監視し、必要と認める場合には、適切な措置を講ずるよう促す

ものとする。

２ 議会は、知事等の事務執行の効果及び成果について評価し、必要と認める場

合には、適切な対応を講ずるよう促すものとする。

（政策立案等）

第22条 議会は、議員提案による条例の制定、決議等を通じて、政策立案等を積

極的に行うものとする。

第６章 議会改革

（議会改革）

第23条 議会は、地方分権の進展等に対応するため、自らの改革に不断に取り組

むものとする。

２ 議会は、前項に規定する取組を行うため、法第100条第12項の規定により、

議員で構成する検討組織を設置するものとする。

（議員定数等）

第24条 議会は、議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員

の数について、道民意思等が的確に反映されるよう不断の見直しを行うものと

する。

（議会事務局等）
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第25条 議長は、議会の政策立案機能を強化させ、議会活動を円滑かつ効率的に

行うため、専門的な知識経験を有する職員の配置及び育成を行うなど議会事務

局の機能強化に努めるものとする。

２ 議会は、議員の調査研究に資するため、図書室の充実強化に努めるものとす

る。

第７章 補則

（他の条例との関係）

第26条 この条例は、議会の運営に関する基本的事項を定める条例であり、議会

における他の条例、規則等を制定し、又は改廃する場合においては、この条例

との整合性を確保するものとする。

（検討）

第27条 議会は、この条例の施行後、道民の意見、社会情勢の変化等を踏まえ、

この条例の施行の状況等について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置

を講ずるものとする。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第13条の規定は、平成22年４月

１日から施行する。

附 則(平成24年12月28日条例第134号)

この条例は、公布の日から起算して３月を超えない範囲内において議長が定め

る日から施行する。


